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運動・スポーツの大切さを科学的に解説

ほら見てて　こんなに上手に　できるんだ

子供の発達特性  子供の動きをよく見よう

　幼児期は、生涯につながるさま
ざまな運動のもととなる多くの動
きを獲得する非常に大切な時期で
す。いろいろな場面でさまざまな
動きを経験することによって、で
きるようになる動きのレパート
リーが増えていきます（動きの多
様化）。
　走る、跳ぶ、投げるといったス
ポーツの基礎となる動作だけでな
く、立つ、座る、持つ、運ぶなどの日常生活の動作や、
よける、かわす、転がるといった危険を回避する動
作など、その種類も多岐にわたります。また、でき
るようになったばかりのぎこちなく無駄の多い動作
から、合理的で目的にかなった動作へと上手に動け
るようになっていきます（動きの洗練化）。

　いろいろな運動をする中で動きはどんどん変わっ
ていきます。子供たちの動きをよく見てあげましょう。
動きのポイントを理解しておくことも大切です。そし
て上手にできた動きを大いにほめてあげましょう。

走る動きの洗練化
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文部科学省「幼児期運動指針ガイドブック」

パターン 1
両腕のスウィング
が見られない

パターン 2
前方で腕をかくよ
うな動きや、左右
の腕のバランスが
と れ て い な い ス
ウィングである

パターン 3
十分な足の蹴り上
げがある

パターン 4
大きな振動での両
腕のスウィング動
作がある

パターン 5
膝が十分に伸展し、
水平方向にキック
される

1 生涯学習
「競う」だけではなく「楽しむスポーツ」が目標です
　成長が著しい子供時代には、まず体を動かすことの楽しさや歓びを知
ることが大切です。基礎的な運動能力や運動習慣を身につけ、生涯にわ
たってスポーツを楽しむ基礎をつくってほしいと願っています。

2 情操教育
仲間との集団行動が「心の成長」につながります
　スポーツだけでなく、野外活動や社会活動、文化活動など多岐にわ
たる活動を通して、子供は協調性や創造性を養い、社会のルールや思
いやりの心を学んでいきます。これらが「心の成長」を促します。

3 地域とのつながり
「地域のキズナ」の中で子供を支援する組織です
　スポーツ少年団は、全国20万人の地域の人々の手によって支えられ
ています。このスポーツを通したネットワークの広がりが、地域内の
交流を活発にし、より良い地域づくりにもつながっていきます。

　スポーツ少年団をご存じでしょ
うか。皆さんが住んでいる街でも
活動していることと思います。
　日本スポーツ少年団は、1962
年6月、「一人でも多くの青少年に
スポーツの歓びを提供する」「ス
ポーツを通して青少年のこころ
とからだを育てる」ことを理念
に掲げて創設されました。現在

（2016年度）は、約32,000団、約
701,000人の団員が活動していま
す。その中で子供たちは、60種類
以上もあるスポーツを楽しみ、活
動を通して多くのことを学び、経
験しています。

スポーツ少年団

スポーツを通して「心と体の成長」を！
コラム


